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のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

　
12
月
の
人
権
週
間
に
ち
な
ん
で
、

町
内
の
児
童
生
徒
か
ら
人
権
に
関
す

る
標
語
・
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
素
晴
ら
し
い
作
品

が
た
く
さ
ん
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
特
選
に
選
ば
れ
た

作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

■
人
権
に
関
す
る
標
語

　
特
選
（
４
名
）

『
ひ
と
り
な
ら
　
い
っ
し
ょ
に
　
あ

　
そ
ぼ
う
　
ぼ
く
た
ち
と
』

　
盈
進
小
一
年
　
　
た
ぶ
ち
よ
し
き

『
つ
な
い
だ
手
　
ぼ
く
の
心
は
　
ぽ

　
っ
か
ぽ
か
』

　
柏
原
小
四
年
　
　
角
　
　
主
輝
　

『
「
ど
う
し
た
の
」
　
そ
の
言
葉
だ

　
け
で
　
う
れ
し
い
よ
』

　
永
野
小
五
年
　
　
山
口
紗
祐
梨

『
さ
し
の
べ
よ
う
　
誰
か
が
ま
っ
て

　
る
　
あ
な
た
の
手
』

　
宮
之
城
中
二
年
　
本
田
　
雪
乃

■
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー

　
　
特
選
（
８
名
）

中
津
川
小
一
年
　
段
　
　
颯
人

柏
原
小
　
二
年
　
上
之
園
智
樹

柏
原
小
　
三
年
　
椎
原
　
有
希

佐
志
小
　
四
年
　
東
　
　
真
帆

求
名
小
　
五
年
　
小
森
　
紀
綱

永
野
小
　
六
年
　
坂
元
　
美
月

鶴
田
中
　
一
年
　
井
手
田
愛
実

宮
之
城
中
二
年
　
石
之
野
美
咲

●
人
権
に
関
す
る
標
語
・
人
権

啓
発
ポ
ス
タ
ー
作
品
審
査
結
果

　
１１
月
１６
日
、
薩
摩
総
合
運
動

公
園
で
、
第
４
回
さ
つ
ま
フ
ェ

ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
天
候
が
心
配
さ
れ

た
も
の
の
約
１
２
，

   

０
０
０
人

の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ス
タ
は
、
ス
テ
ー
ジ
シ

ョ
ー
や
農
林
産
物
の
展
示
即
売
、

五
ッ
太
鼓
ま
つ
り
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
で
、
多
く
の
来

場
者
は
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　
昼
食
時
に
振
る
舞
わ
れ
た
ち

く
り
ん
大
鍋
は
、
長
蛇
の
列
が

で
き
、
大
盛
況
で
し
た
。

▲歓声がわいた子豚レース。

▲うまく入るかな。
　　コイン落とし。

多
く
の
出
演
者
が
舞

台
発
表
で
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　
む
し
歯
は
痛
い
よ
～
。
県
歯
科

医
師
会
百
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
。

▼たくさんの子どもたちも遊びに来ました。
お
い
し
そ
う
。

行
列
の
で
き
る
ち

く
り
ん
大
鍋
。

今日は一日楽しかったね

第４回さつまフェスタ

▲こっちこっち。上棟式での餅投げ。

第
２
回
「
関
東
さ
つ
ま
会
」
総
会
開
催

　
１０
月
２０
日
、
好
天
に
恵
ま
れ

た
穏
や
か
な
秋
の
陽
射
し
の
中
、

明
治
神
宮
外
苑
に
あ
る
日
本
青

年
会
館
に
お
い
て
各
界
か
ら
約

１
５
０
名
が
参
加
し
「
第
２
回

関
東
さ
つ
ま
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
総
会
で
は
、
来
賓
代
表
と
し

て
井
上
章
三
町
長
よ
り
大
水
害

後
の
復
興
状
況
や
さ
つ
ま
町
の

現
状
、
こ
れ
か
ら
の
方
針
等
に

つ
い
て
の
ご
報
告
と
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
規
約
の
制
定
、
会
計

報
告
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
全

て
の
議
案
が
全
員
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
後
の
懇
親
会
で
は
宮
之

城
出
身
の
舞
踏
家
、
萩
原
政
江

さ
ん
に
よ
る
踊
り
や
抽
選
会
、

鶴
田
出
身
の
祁
答
院
隆
さ
ん
の

好
意
に
よ
る
懐
か
し
い
「
故
郷

物
産
店
」
も
開
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
員
参
加
で
「
郷
土

の
輪
踊
り
」
も
行
わ
れ
、
久
し

ぶ
り
に
出
会
わ
れ
た
方
も
多
く
、

時
の
立
つ
の
も
忘
れ
て
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
郷
里
を
遠
く
離
れ
新
し
い

「
さ
つ
ま
町
」
が
自
分
達
の
か

け
が
え
の
な
い
故
郷
で
あ
る
と

い
う
意
識
が
さ
ら
に
芽
生
え
、

素
晴
ら
し
い
「
関
東
さ
つ
ま

会
」
が
開
催
で
き
た
と
、
幹
事

一
同
決
意
を
新
た
に
し
て
「
こ

れ
か
ら
も
故
郷
と
の
懸
け
橋
と

な
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
し

ょ
う
」
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

（
文
面
）

　
関
東
さ
つ
ま
会
前
会
長
　

　
　
　
　
　
　
　
小
島
　
満
郎

■
新
役
員

　
会
長
　
木
通
　
洋
吉
（
永
野
）

　
副
会
長

　
　
白
石
　
満
（
宮
之
城
）

　
　
日
笠
山
　
広
文
（
求
名
）

　
　
上
大
迫
　
清
澄
（
鶴
田
）

　
　
久
木
田
　
利
広
（
永
野
）

　
　
永
江
　
富
夫
（
中
津
川
）

　
盈
進
小
学
校
創
立
１
５
０
周

年
記
念
式
典
が
１１
月
２
日
、
盈

進
小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
１
８
５
８
年
に

盈
進
館
を
開
い
た
宮
之
城
島
津

家
１５
代
島
津
久
治
公
の
ひ
孫
に

あ
た
る
島
津
忠
之
氏
も
お
祝
い

に
駆
け
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
島
津
忠
之
氏
の
記
念
講
話
の

ほ
か
、
卒
業
生
や
教
師
Ｏ
Ｂ
と

児
童
が
一
緒
に
旧
校
歌
と
現
校

歌
を
合
唱
す
る
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
の
心
と
記
憶
に
残
る
す
ば

ら
し
い
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
盈
進
の
歴
史
と
伝
統

を
振
り
返
る
パ
ネ
ル
展
示
会
も

開
催
さ
れ
、
訪
れ
た
多
く
の
方

が
、
昔
の
貴
重
な
写
真
や
資
料
、

卒
業
ア
ル
バ
ム
を
懐
か
し
そ
う

な
表
情
で
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

歴
史
と
伝
統
を
継
ぐ

盈
進
小
創
立
１
５
０
周
年
式
典

世代を越えて校歌を合唱する卒業生や教師ＯＢと児童

第１回「近畿さつま会」開催

▲

▲

▲

　
晩
秋
の
色
香
漂
う
、
大
阪
は

道
頓
堀
ホ
テ
ル
で
「
第
１
回
近

畿
さ
つ
ま
会
」
（
宮
之
城
会
、

鶴
田
会
、
薩
摩
町
会
の

連
合
体
）
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
平
成
１７
年
に
新
生

「
さ
つ
ま
町
」
が
誕
生

し
た
時
か
ら
、
故
郷
を

同
じ
く
す
る
人
達
の

「
集
い
の
場
」
を
立
ち

上
げ
た
い
と
色
々
模
索

を
重
ね
て
参
り
ま
し
た

が
、
夢
が
叶
い
１１
月
３

日
（
文
化
の
日
）
に
、

さ
つ
ま
町
出
身
者
１
５

３
名
、
来
賓
と
し
て
、

井
上
町
長
、
濵
田
議
会

議
長
、
中
村
企
画
広
報

課
長
、
上
野
秘
書
人
事
係
長
、

鹿
児
島
県
大
阪
事
務
所
の
木
原

所
長
を
お
迎
え
し
て
盛
大
に
開

催
で
き
ま
し
た
。
　

 

焼
酎
、
ご
馳
走
に
舌
鼓
を
打

ち
、
宴
が
最
高
潮
に
な
る
と
、

「
お
は
ら
節
」
「
焼
酎
天
国
」
等

の
踊
り
、
カ
ラ
オ
ケ
で
美
声
を

披
露
す
る
人
で
賑
わ
っ
た
。
そ

し
て
、
会
が
取
り
持
つ
縁
で
会

場
内
で
は
即
席
同
窓
会
、
兄
弟

の
再
会
あ
り
で
、
懐
か
し
い
人

と
の
「
語
ら
い
の
花
」
が
咲
い

て
い
た
。
ミ
ニ
物
産
展
の
「
つ

け
あ
げ
」
「
つ
ぼ
付
け
」
な
ど

も
瞬
く
間
に
売
り
切
れ
る
盛
況

さ
で
あ
っ
た
。
近
畿
さ
つ
ま
会

の
モ
ッ
ト
ー
「
仲
良
く
、
気
楽

に
、
気
分
良
く
」
を
合
言
葉
に
、

故
郷
「
さ
つ
ま
町
」
を
忘
れ
ず
、

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
を
「
旗

印
」
に
、
次
回
に
向
け
更
に
会

員
の
輪
を
大
き
く
広
げ
て
、
親

睦
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
近
畿
在
住
の
親

戚
、
友
人
、
知
人
の
方
で
も
結

構
で
す
か
ら
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先
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近
畿
さ
つ
ま
会
事
務
局
宛

（
文
面
）

　
近
畿
さ
つ
ま
会
々
長

　
　
　
　
　
　
市
野
　
英
司


